
 

うみ組くれよん

先日、外部から講師の方をお招きして積み木研修を行いました！

積み木は「遊びの王様」と呼ばれていて、上の図にある通り、積み木を

通して子どもたちは様々な刺激を受け、発達が促されていくのだそうです！

ホールで大人が大真面目に積み木に取り組み、積み方のバリエーションや

コツを学びました。すでに研修の内容を生かして活動に取り入れており、子ど

もたちも興味津々！

どんどん今後の保育に反映させていきたいと思っています！

積み木で広がる子どもの世界
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進級してあっという間に1か月がすぎました。進級したことが嬉しくて毎日お当番を気にして今日は「○○ちゃん」明日は

「○○くん」「その次は・・」と自分たちの新たな役割に喜びを感じたり、たくさんの新たなゲームや積み木でお友達と一緒にあ

そぶことを楽しんだりと大きくなった喜びを活動の中で1つ1つ自信につなげてすごしています(^^♪時々けんかをしながらも

お友達と遊ぶことが大好きなうみ組さん。保護者会でも見てもらった積み木やゲームの遊びがますます発展していけるよう支

援していきたいなと思っています。元気いっぱいに過ごしている子どもたちですがそろそろ疲れも出てくるかと思いますので早寝

早起き、朝ごはん・・生活リズムを整えて過ごしていきたいですね。体調面など気になることがありましたらいつでも声を掛けて

ください。 乳児期の作っては壊して遊ぶという時期を経て年中さんでは自分のイメージと友達の

イメージを共有して会話を楽しみながら一緒に遊ぶことを楽しむようになってきます💙

そこから相談したり、役割分担をしたり、協力して作り上げていくことで積み木を通し

て子どもたちの小さな社会が広がっていきます。


